
さがみ信用金庫総合企画部　
調査日 令和3年3月上旬
調査地域 小田原市、南足柄市、秦野市、足柄上郡、足柄下郡、中郡

全調査先数 当庫取引先317社

調査対象 当庫取引先314社（製造業27.4%、卸売業11.1%、小売業16.2%、サービス業18.8%、建設業18.5%、不動産業8.0%）

有効回答率 99.1%

分析方法

1．概　況

業種別業況天気図 令和2年
1月～3月

令和2年
4月～6月

令和2年
7月～9月

前期
令和2年

10月～12月

今期
令和3年
1月～3月

来期見通し
令和3年
4月～6月

総 合

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

建 設 業

不 動 産 業

好調  ← →   低調

第１８３回中小企業景気動向調査（県西地区）結果速報
                （ 令和３年１月～３月期実績 と 令和３年４月～６月期の見通し ）

各質問項目で、「増加（上昇）」したとする企業が全体に占める構成比と、「減少（下降）」したとする企業の構
成比との差（ＤＩ・判断指数）を中心にして分析を行いました。

　来期については、売上ＤＩは23.6ポイント改善の▲12.4となり、収益ＤＩは20.3ポイント改善の▲16.6となる見込みで
す。また、業況ＤＩは6.3ポイント悪化の▲45.8となる見通しです。
　業種別では、「卸売業」は売上ＤＩ、収益ＤＩ、業況ＤＩが改善し、「製造業」・「小売業」・「サービス業」は売上ＤＩ、収益
ＤＩが改善するも業況ＤＩが悪化、不動産業は売上ＤＩ、収益ＤＩが悪化し、業況ＤＩが横ばいとなり、建設業は売上ＤＩ、収
益ＤＩ、業況ＤＩが悪化する見通しです。

売上、収益、業況はそれぞれ大幅に悪化

　「第183回中小企業景気動向調査」によると、景況感を表す業況ＤＩは前期比11.4ポイント悪化の▲39.5となりました。
また、売上ＤＩは42.4ポイント悪化の▲36.0となり、収益ＤＩは36.9ポイント悪化の▲36.9となりました。

　コロナウイルス感染拡大による2度目の緊急事態宣言の影響を受け、「卸売業」・「小売業」・「サービス業」において売
上ＤＩ、収益ＤＩ、業況ＤＩが悪化しました。「建設業」は売上ＤＩ、業況ＤＩが悪化し、収益ＤＩは横ばい、「製造業」は業況Ｄ
Ｉは改善したものの、売上ＤＩ、収益ＤＩは悪化しました。一方で「不動産業」は売上ＤＩ、収益ＤＩ、業況ＤＩが改善しまし
た。
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総合 業況・売上・収益ＤＩの推移 業況 売上 収益
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今期 （令和 3年 1月 ～ 令和 3年 3月期実績）
来期 （令和 3年 4月 ～ 令和 3年 6月期予想）
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　　２．業種別の特徴（業況ＤＩ ・ 売上ＤＩ ・ 収益ＤＩ）

製造業

卸売業

小売業

前期比5.2ﾎﾟｲﾝﾄ改善の▲36.0、来期見通し▲41.9売上、収益はともに大幅悪化するも、業況は改善

　　来期については売上ＤＩ、収益ＤＩはともに大幅改善するも、業況ＤＩは悪化する見通しです。

売上、収益、業況はそれぞれ大幅に悪化 前期比20.0ﾎﾟｲﾝﾄと大幅悪化の▲51.4、来期見通し▲48.6

　　来期については売上ＤＩ、収益ＤＩはともに大幅改善し、業況ＤＩもやや改善する見通しです。

売上、収益、業況はそれぞれ大幅に悪化 前期比19.6ポイントと大幅悪化の▲49.0、来期見通し▲54.9

　　来期については売上ＤＩ、収益ＤＩはともに大幅改善するも、業況ＤＩは悪化する見通しです。

66.3

19.8

16.3

売上の停滞・減少

工場・機械の狭小・老朽化

合理化の不足

経営上の問題点

64.0

39.5

29.1

販路を広げる

経費を節減する

新製品・技術を開発する

当面の重点経営施策

65.7

48.6

31.4

販路を広げる

経費を節減する

情報力を強化する

当面の重点経営施策

64.7

25.5

21.6

売上の停滞・減少

人手不足

同業者間の競争の激化

経営上の問題点

47.1

31.4

25.5

25.5

経費を節減する

品揃えを改善する

宣伝・広告を強化する

人材を確保する

当面の重点経営施策

単位：％
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小売業 業況・売上・収益ＤＩの推移 業況
売上
収益

単位：％

単位：％

来期

単位：％

来期

来期

単位：％

77.1

31.4

22.9

売上の停滞・減少

同業者間の競争の激化

利幅の縮小

経営上の問題点 単位：％
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ｻｰﾋﾞｽ業

建設業

不動産業 前期比20.0ポイント改善の▲8.0、来期見通し▲8.0

前期比40.7ポイントと大幅悪化の▲59.3、来期見通し▲62.7

　　来期については売上ＤＩ、収益ＤＩ、業況ＤＩはそれぞれ大幅に悪化する見通しです。

売上は改善、収益もやや改善し、業況は大幅に改善

　　来期については売上ＤＩ、収益ＤＩはともに大幅改善するも、業況ＤＩは悪化する見通しです。

売上、収益、業況はそれぞれ大幅に悪化

前期比6.9ポイント悪化の▲22.4、来期見通し▲41.1売上は大幅悪化、収益は横ばいとなり業況は悪化

　　来期については売上ＤＩ、収益ＤＩはともに大幅悪化し、業況ＤＩは横ばいとなる見通しです。
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25.4

16.9

売上の停滞・減少

人手不足

その他

経営上の問題点

50.8

28.8

27.1

経費を節減する

人材を確保する

販路を広げる

当面の重点経営施策
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31.0

人手不足

売上の停滞・減少

同業者間の競争の激化

経営上の問題点
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経費を節減する

人材を確保する

当面の重点経営施策
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44.0

36.0

利幅の縮小

売上の停滞・減少

商品物件の不足

経営上の問題点

48.0

48.0

48.0

情報力を強化する

販路を広げる

宣伝・広告を強化する

当面の重点経営施策

単位：％

単位：％

単位：％

単位：％

単位：％

単位：％
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　　３．特別調査　　 新型コロナ感染拡大長期化の影響と新常態(ニューノーマル)への対応について

≪問1≫

≪問2≫

≪問3≫

貴社における今期(1～3月)の売上は、新型コロナウイルスの影響がなかった例年の1～3
月と比較して、どの程度変化しましたか。

経済社会全体が新常態(ニューノーマル)へ移行していくなかで、貴社では、事業継続上の
不安、心配、懸念はありますか。

新常態(ニューノーマル)へ向けて、IT人材の重要性が高まる状況にありますが、貴社のIT人材は
どのような状況ですか。また、貴社でのIT活用はどのような効果を挙げていますか。

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）

1.6 

8.3 

9.9 

15.6 

26.4 

29.0 

7.6 

1.3 

0.3 

0 10 20 30

90％以上の減少

70％以上90％未満の減少

50％以上70％未満の減少

30％以上50％未満の減少

10％以上30％未満の減少

ほぼ変化なし(10％未満の増減)

10％以上30％未満の増加

30％以上の増加

無回答

22.8 

17.9 

17.1 

10.4 

7.7 

7.5 

7.2 

4.1 

0.3 

4.1 

0.8 

0 5 10 15 20 25

先行き不透明による計画策定困難化

既存事業の需要減少

雇用の確保、維持、継続

取引先の経営不安定化

事業構造転換の必要性増大

デジタル化、オンライン化への対応の遅れ

感染拡大防止対策の負担増大

事業承継問題への悪影響

その他

不安、心配、懸念はない

無回答

9.2 
15.4 

8.6 

2.9 

12.6 

1.3 

11.5 

8.4 

6.7 

3.8 

17.8 

1.8 

0 5 10 15 20

足りている

足りていない(内部育成で対応)

足りていない(外部業者に委託で対応)

足りていない(外部人材採用で対応)

IT人材の必要性を感じていない

無回答

効率化による経費節減

顧客利便性の向上

売上の上昇

IT活用に取り組んだが効果が出ていない

IT活用には取り組んでいない

無回答

複数回答

Ｉ
Ｔ
人
材
の
状
況

Ｉ
Ｔ
活
用
の
効
果
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≪問4≫

≪問5≫

貴社では、新常態(ニューノーマル)へ向けて、どのような設備投資の意向がありますか。また、足
元のコロナ禍は設備投資のスケジュールに影響を及ぼしていますか。

貴社では、今後どのような事業展開を実施・検討することが想定されますか。

調査内容の詳細をご覧になりたい方は、下記までご連絡ください。

さがみ信用金庫総合企画部 ： ＴＥＬ ０４６５－２４－３１６２
Ｅ-mailアドレス ： souki@sagami-shinkin.co.jp

複数回答

（単位：％）

（単位：％）

0.2

11.8 

7.5 

4.8 

3.5 

22.0 

0.5 

9.7 

6.1 

6.1 

4.9 

22.0 

1.3 

0 5 10 15 20 25

老朽化設備等の更新

合理化・省力化・IT化

新製品・新サービス進出対応

生産・販売能力増強

設備投資の意向はない

無回答

当初予定通り実施

計画を後ろ倒しして実施

当初予定はなかったが補助金等の活用により実施

予定はあったが、中止・凍結した

当初から予定はなく、設備投資はしない

無回答

28.5 

22.1 

9.9 

6.2 

3.0 

2.6 

2.4 

1.1 

0.6 

23.0 

0.6 

0 5 10 15 20 25 30

本業の国内取引先深耕(生産・販売・調達等)

本業での新商品・サービスの展開

新規事業への参入(多角化)

副業(既存の別事業)の拡大

M&Aの活用等

本業の縮小

本業の海外展開(生産・販売・調達等)

業種転換

副業(既存の別事業)の縮小

特にない

無回答

設
備
投
資
の
意
向

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
へ
の
影
響
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